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会員が輪番制で毎週木曜日の午後1時30分から4

時30分まで診療に携わる体制をとっている。その

診療枠は十分とは言い難いものがあるが，通法で

の治療を受けることが困難な患者の受け入れ先と

して機能している。

また障害者福祉の向上のためには，障害者の実

態が把握され，障害者への支援がニーズに応じて

公平に提供される体制整備が必要である。そのた

めには統計制度を整備し，データを蓄積し分析．

管理してそれを根拠にした施策が求められると言

われている3)｡

この理念に基づけば今後の障害者歯科診療をさ

らに充実させたものにするためには地域の診療状況

の分析が必要となるかもしれない。そこで'当センター

開設後20年の障害者歯科診療の動向について調査

を行い,今後の課題について検討したので報告する。

緒
一
言
自

近年わが国では著しく高齢化が進んだが，それ

と併せて医学，医療も進歩し，これまで難治とさ

れた疾患を有する患者がハンディキャップを持ち

ながらも社会復帰できるようになった。そうした

中で高齢者，障害者，有病者が歯科を受診する機

会が増加している!)。その為，今後歯科界でもさ

らなる医療体制や医療連携の充実が必要となると

予想される。障害者歯科医療体制は，都市部では

ある程度整備されているが，地方では障害者歯科

を標傍した高次医療機関が少なく，その体制が整

備されていない地域も多い。そこで，地域の歯科

医師会が行政と連携し，口腔保健センターや障害

者歯科センターなどの専門的な医療機関を設立す

る方式が拡大してきた2)。

鳥取県西部歯科保健センターは平成6年6月に

鳥取県米子市に開設された，鳥取県西部地域の居

住者を主な利用者とする施設である。当センター

では，開設と同時に米子市および周辺自治体の助

成を受けて障害を有する患者を対象とした歯科診

療を開始した。

当センターには常勤の専属歯科医がいないため，

対象および方法

当センターが開設された平成6年6月から平成

25年3月までの20年間に当センターを受診した新

患388名（のべ8823名）を対象とし，年度別受診

状況，通院年数，障害の種類，患者の所属先，治

療内容等について調査した。










